
救急救命学科
カリキュラムツリー

科学的・倫理的な思考を活用できる科学的・倫理的な思考を活用できる 高度医療人材に必要な知識をもつ高度医療人材に必要な知識をもつ

科学的思考能力を身につける科学的思考能力を身につける 実践的な臨床推論を理解する実践的な臨床推論を理解する

救急医学に関する幅広い知識を得る救急医学に関する幅広い知識を得る

科学的思考のための基礎を磨く科学的思考のための基礎を磨く

人体の構造と機能について学ぶ人体の構造と機能について学ぶ

基本的な病院前医療を実践できる基本的な病院前医療を実践できる

実践的な病院前医療を実践できる実践的な病院前医療を実践できる

チームワークとチームワークと
リーダーシップを学ぶリーダーシップを学ぶ

主体的に自己実現を達成できる主体的に自己実現を達成できる

自己実現の方法を検討できる自己実現の方法を検討できる

国際性を身につける国際性を身につける

医療従事者に必要な深い教養を身につける医療従事者に必要な深い教養を身につける

S Science & Art

科学的知識と技能を学び続ける力

救急救命士に必要な専門的知識・技能を身につける
とともに、その専門性を十分理解し、必要な知識・技
能を活用できる。

P Problem-solving

問題を解決する力

救急救命士の専門的知識と技術、教養的知識を対
話・コミュニケーションを通じて総合的に活用し、
計画（P）・実行（D）・評価（C）・改善（A）のPDCAサ
イクルを繰り返すことで、問題を解決することがで
きる。

T Teamwork & Leadership

チームワークとリーダーシップを
発揮する力

救急救命士の立場からリーダーシップを発揮した
チームアプローチによって、対象者を支援しQOL
向上に貢献することができる。

E Empowerment

対象者を支援する力

情報化・異文化融合社会で求められる情報収集・分
析能力を養い、保健医療福祉スポーツ分野の職種を
横断的・融合的に理解することで、教養的知識を修
得し、豊かな人間性・倫理性・専門性を育み、対象者
の支援に貢献することができる。

S Self-actual izat ion

自己実現を達成する力

異文化・多職種理解を通じて、救急救命士の専門性
を理解した上で、自身のキャリアプランを形成し主
体的に自己研鑽することができる。
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●●●●●：関連するSTEPSの能力

＊：複数学年で履修可能な科目
注）赤字は必修科目

基礎教養科目群
保健医療福祉教養科目群
保健医療福祉連携科目群
専門基礎科目群
専門専攻科目群

チームアプローチ入門 ●●●
研究プロジェクト演習Ⅰ ●

情報処理Ⅲ ●●●

情報処理Ⅱ ●●●●
情報処理Ⅰ ●●●

研究プロジェクト演習Ⅱ●
研究プロジェクト演習Ⅲ●

地域連携学 ●●●●●

連携総合ゼミ＊ ●●●●●

専門体育実践Ⅱ ●

専門体育基礎 ●

地域災害・防災論 ●
専門体育実践Ⅰ ●

留学の魅力 ●●
東洋医学的養生 ●
データサイエンス概論 ●●●
比較認知科学の世界 ●●
アカデミック・ライティング ●●

研究プロジェクト演習Ⅳ ●
研究プロジェクト演習Ⅴ ●
救急救命ゼミ ●●●
救急統計学 ●●

英語Ⅰ ●●
英語Ⅱ  ●●
スポーツ・健康 ●●●●●
哲学 ●
倫理学 ●
ジェンダー論 ●●●
科学論 ●
情報科学 ●●
臨床技術の世界 ●●

シティズンシップ教育入門  ●●●●
放射線の基礎と人体への影響  ●●●
新潟水俣病の理解 ●●
一次救命処置法 ●●●●

ボランティアの世界 ●●
コミュニケーション学入門 ●
対人コミュニケーション論 ●●
心理学の世界 ●●●
人間を知る ●●
命の倫理 ●●●●
QOLの世界  ●●●
こどもの世界 ●●
アスリートの世界 ●●●
臨床医の世界
加齢と身体 ●
食を楽しむ ●
眼の神秘 ●●
義肢装具の世界 ●
新潟学 ●●
国際保健の世界 ●

韓国語Ⅰ＊ ●
中国語Ⅰ＊ ●
スペイン語Ⅰ＊ ●
ドイツ語Ⅰ＊ ●
社会連携実践演習Ⅰ＊ ●●●●
社会連携実践演習Ⅱ＊ ●●●●
国際交流演習Ⅰ＊ ●●●●
国際交流演習Ⅱ＊ ●●●●

国⺠の生活と健康を⽀える仕組み  ●
現代社会と経済 ●●●
法学Ⅰ  ●
法学Ⅱ  ●
臨床の哲学 ●●●

日本語表現法Ⅰ ●●●●
日本語表現法Ⅱ ●●●●

自然人類学概論 ●●

アスリートサポートの世界 ●

研究プロジェクト演習Ⅵ ●

保健医療福祉連携学＊ ●●●

基礎ゼミ ●●●●●

救急救命基礎ゼミ ●●●
連携基礎ゼミ ●●●●●

卒業研究Ⅱ ●●●
卒業研究Ⅰ ●●●

救急救命活動高度実習Ⅱ ●●●●●

救急救命活動高度実習Ⅰ ●●●●●

救急救命活動基本実習Ⅱ ●●●●●

救急救命活動総合実習 ●●●●●

救急救命活動基本実習Ⅰ ●●●●●

コミュニケーション演習（高齢者） ●●
コミュニケーション演習（小児）  ●●

救急車同乗実習 ●●
医療機関実習 ●●

臨床病態学Ⅰ
臨床病態学Ⅱ
臨床病態学Ⅲ
臨床病態学Ⅳ ●

疾病救急医学Ⅰ ●
産婦人科学 ●
脳外科学 ●
精神医学 ●

救急救命処置概論
救急救命処置学Ⅱ ●●
外傷救急医学Ⅰ
環境障害学・急性中毒学 ●

外傷救急医学Ⅱ

疾病救急医学Ⅱ ●
疾病救急医学Ⅲ ●
整形外科学 ●
小児科学 ●
救急症候学Ⅱ
救急病態生理学 ●

疾患の成り立ちと回復の過程Ⅰ
疾患の成り立ちと回復の過程Ⅱ
疾病・病態学総論 ● 
救急症候学Ⅰ

公衆衛生学
人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
病院前医学概論 ●

救急救命処置学Ⅰ ●●
救急蘇生学 ●

救急救命臨床思考演習 ●

救急救命高度演習Ⅱ ●●
救急救命高度演習Ⅰ ●●

救急救命特講Ⅲ
救急救命特講Ⅳ

韓国語Ⅱ＊ ●
中国語Ⅱ＊ ●
スペイン語Ⅱ＊ ●
ドイツ語Ⅱ＊ ●
アカデミック英語Ⅰ＊ ●●
アカデミック英語Ⅱ＊ ●●
アカデミック英語Ⅲ＊ ●●
スポーツ・実践＊ ●●●●●

産業保健学＊

環境衛生工学＊

職業適性論＊

労働衛生法規Ⅰ＊

労働衛生法規Ⅱ＊

救急救命特講Ⅰ
救急救命特講Ⅱ


